
令和 3 年度 厚生労働科学研究費補助金 

成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業(健やか次世代育成総合研究事業） 

妊婦健康診査、産婦健康診査における妊産婦支援の総合的評価に関する研究（21DA1004） 

分担研究報告書 

 

72 

 

研究代表者 

地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪母子医療センター 

副院長 光田信明 

「妊産婦死亡登録事業からの自殺分析・提言と メンタルヘルス講習会企画」 

分担研究者 池田 智明 三重大学医学部 産科婦人科 教  授 

研究協力者 相良 洋子 公益社団法人 日本産婦人科医会 常任理事 

 田中 博明 三重大学医学部 産科婦人科 講  師 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．研究目的 

わが国の妊産婦死亡は減少傾向にあり、特に産科出

血による死亡はここ数年で激減している。これは日

本母体救命システム普及事業を通じて各地で母体救

命講習会が開催されていることが奏功しているため

と考えられる。一方で、2018年に東京都監察医務院

からの報告で、2005年から2014年の10年間に東京

都23区で63例の妊産婦自殺があったことが明らか

になった。これらの多くは妊産婦死亡症例検討評価

委員会への報告がなされておらず、また欧米諸国よ

りはるかに高率な数値である。このことから、わが

国の自殺による妊産婦死亡は想定より多数存在する

ことが予測された。 

現在、日本産婦人科医会を中心に、「母と子のメンタ

ルヘルスケア講習会」を各地で開催し、産科医療従事

者による周産期精神障害へのスクリーニング及び初

期対応に必要な知識の普及、インストラクターの養成

を進めている。これらの取り組みと並行し、本研究で

は、2010年より日本産婦人科医会において開始された

妊産婦死亡報告事業で集積された自殺による妊産婦

死亡事例を対象に、妊産婦の自殺の背景について明ら

かにすることを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法  

2010年から2020年の期間において、日本産婦人科医

会に報告され妊産婦死亡症例検討委員会で死亡の原

因分析が施行された症例から自殺が主原因である事

例を抽出した。その事例の臨床的特徴を解析した。 

 倫理的配慮に関して：研究に関わる関係者は研究対

象者の個人情報保護について適用される法令、条例を

遵守する。 また、関係者は研究対象者の個人情報およ

びプライバシー保護に最大限の努力を払い、本研究を

行う上で知り得た個人情報を正当な理由なく、漏らし

てはいけない。関係者がその職を退いた後も同様とす

る。データは匿名化（対応表は各施設で保管、研究事

務局には提供されない）して管理する。 

 

Ｃ．研究結果 

1. 自殺による妊産婦死亡の現状の分析と心理社会的

な危険因子の関連に関する検討 

【研究要旨】 

日本の妊産婦死亡率は近年、低下している。特に、産科出血による妊産婦死亡は、ここ数年で激減してお

り、日本母体救命システム普及事業による母体救命講習会の意義を裏付けるものであると考える。しかし

一方で、自殺による妊産婦死亡は、自殺以外の妊産婦死亡を超える可能性が報告され、妊産婦の自殺予防

は喫緊の課題である。 

現在、日本産婦人科医会を中心に、「母と子のメンタルヘルスケア講習会」を各地で開催し、産科医療従

事者による周産期精神障害へのスクリーニング及び初期対応に必要な知識の普及、インストラクターの養

成を進めている。これらの取り組みと並行し、本研究では、2010年より日本産婦人科医会において開始さ

れた妊産婦死亡報告事業で集積された自殺による妊産婦死亡事例を対象に、妊産婦の自殺の背景について

分析を進めた。 

分析の結果、妊娠前に精神疾患を罹患している例が多いことが明らかとなり、精神疾患を有することはリ

スクであると考える。また、ほとんどの事例で自殺前に精神症状がみられており、それらの症状をいかに

捉え、よりよい対応ができるようなシステムを構築していくこと重要である。さらに、自殺事例のみなら

ず、自殺未遂例に対する調査・検討を加えることで、さらなる自殺による妊産婦死亡の減少に寄与できる

と考えられる。 
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1）妊産婦の自殺事例 

2010 年から 2021 年までに報告された自殺による妊

産婦死亡は36例あった。36例中、妊娠中の自殺が19

例、産後の自殺が17例(うち1例は中絶後)あった。 

2）自殺事例の背景 

母体年齢は 34.4±5.7 歳(mean±SD)で初産婦が 25

例（69.4％）、経産婦が 10 例（27.8％）、不明が 1 例

（2.8%）であった。妊娠中事例の自殺時期は、第1三

半期：3例、第2三半期:6例、第3三半期：8例、不

明：2例と第3三半期が最も多かった。産後事例の自

殺時期は産後42日未満：9例、42日以降1年未満：

8 例であった。妊娠中事例のうち、13 例(68.4%)が妊

娠前より何らかの精神疾患を罹患していた。また、妊

娠前には精神疾患を罹患・指摘されていないものの妊

娠中に抑うつを発症した事例は 4 例(21.1%)だった。

産後事例においては、7例(41.2%)が妊娠前に精神疾患

を罹患し、5例(29.4%)が妊娠出産を契機に抑うつ・う

つ病を発症していた。 

 

Ｄ．考察 

東京都での調査では、妊婦と 1年未満の産褥婦（妊産

婦死亡と後発妊産婦死亡をあわせたもの）の自殺率は

出生 10 万に対して 8.7 と報告されている。大阪での

報告 2)もあわせると、我が国では年間に 60〜80例程度

の自殺による死亡が生じていると試算される。また、

リンケージ解析によって 2018 年に発表された我が国

の妊産婦死亡において、出産後 1年以内の死亡の第 1

位が自殺であることが判明した。今回、検討した症例

はその一部でしかないということには留意が必要で

ある。 

 本研究において、精神疾患を有する妊婦が多いこと

が明らかとなった。妊娠においては、妊娠特有の身体

的負荷や出産・育児に対する身体的・精神的負荷が基

礎疾患を増悪させ、自殺につながる可能性も示唆され

る。妊娠中の自殺事例で最も多い自殺時期は第 3三半

期であった。これは、妊娠経過に伴い身体的負担感が

増えること、間近に迫る出産・育児に対する不安感が

増大することと一致していると考えられる。現在実施

されている「母と子のメンタルヘルスケア講習会」な

どを通じて、周産期医療従事者がメンタルヘルスケア

についての見識を高め、より一層、妊産婦の負担感・

不安感に寄り添うことができるかが今後の課題であ

る。ほとんどの事例で自殺前に精神症状がみられてお

り、それらの症状をいかに捉え、よりよい対応ができ

るような医療体制を構築していくこと重要である。 

具体的な医療体制としては、精神科医や小児科医と

の連携である。これに加え、心理社会的支援として、

助産師、ソーシャルワーカー、地域の保健師等が関わ

る必要がある。連携の必要性を認識していても、行政

への連絡をするのみで関わりが途絶えている事例も

あるため、「連絡」のみで終わらない「連携」体制の確

立が必要である。地域の実情に合わせて、体制は構築

していく必要があるため、本事業として、どのような

提言をしていくかは今後の課題である。 

また、産後の育児に対する身体的・精神的負担軽減に

ついては、核家族化が進むわが国では取り組むべき喫

緊の課題であり、それらが妊産婦の自殺の予防介入に

もつながることが予測される。産後ケア事業の法定化

に伴い、安心して子育てができる支援体制が整いつつ

あるが、今後も本事業においてシステムの検討を行う

必要がある。 

さらに産後 1 か月を過ぎた時期は、もともと産科医

や助産師らが関わる機会が少なく、自殺が生じても妊

産婦の死亡事例として認知されにくい背景があり、妊

娠産後の危険因子を見過ごしている可能性がある。そ

のため、精神的問題を抱える場合は、何らかの形で周

産期医療従事者が関わり続けるシステムの構築も必

要である。 

 

Ｅ．結論 

 分析の結果、妊娠前に精神疾患を罹患している例が

多いことが明らかとなり、精神疾患を有することは自

殺のリスクであると考える。また、ほとんどの事例で

自殺前に精神症状がみられており、それらの症状をい

かに捉え、よりよい対応ができるようなシステムを構

築していくこと重要である。さらに、自殺事例のみな

らず、自殺未遂例に対する調査・検討を加えることで、

さらなる自殺による妊産婦死亡の減少に寄与できる

と考えられる。 
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